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= kb× [A ·B]− kf [A][B] (1)







































Iion = gion ·mM · h · (V − Eion) (3)
ここで，gion はコンダクタンス，mは活性化変数，M はゲート
指数，hは不活性化変数，Eion は反転電位，V は膜電位を表す．






























図 3，4 は，1[s] の時点で時間幅 20[ms] のフラッシュ光を加
えた際の光電流，膜電位変化を示している．また，光刺激は基
本的特性が確認されている Baylor ら [10] の生理実験と同様，
1.4–1430[Rh*/s] の範囲とした．ここで Rh*/s は単位時間あた
りに視物質が使用された量を示す．
















































示している．図 7(b) は視物質再生途中 (t=1.5) で，図 8(b) 図
は視物質再生後 (t=9) でフラッシュ光を与えた際の夜盲症時に
おける膜電位変化を示している．また，図 7(c)は視物質再生途
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